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立
病
院
の
重
要
性
を
考
え
て
、

年
度
内
に
進
入
路
・
医
師
住
宅

を
完
成
さ
せ
ま
す
。
蘇
陽
地
域

に
お
け
る
賑
わ
い
創
出
施
策
の

整
備
が
で
き
、
安
堵
し
て
い

ま
す
。

　

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
は
、
高
齢
化
社
会
に

あ
っ
て
、
特
別
な
介
護
を
必
要

と
す
る
人
た
ち
に
安
心
し
て
生

活
で
き
る
施
設
で
す
が
、
２
つ

の
施
設
を
認
可
し
ま
し
た
。
約

80
人
の
新
し
い
職
場
を
創
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
よ
風
パ
ー
ク
を
道
の
駅
と

し
て
整
備
し
て
い
ま
す
が
、
単

な
る
立
ち
寄
り
先
で
は
な
く
、

そ
よ
風
パ
ー
ク
が
備
え
た
多
機

能
性
を
発
揮
で
き
る
、
個
性
的

な
道
の
駅
と
し
て
の
賑
わ
い
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

人
材
育
成
と
文
化
行
政
に
つ

い
て
は
、
特
に
意
を
用
い
ま
し

た
。
町
の
品
格
を
高
く
す
る
、

非
常
に
重
要
な
分
野
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
相
手
を
認
め
、
現

状
を
悲
観
す
る
こ
と
な
く
、
開

拓
精
神
旺
盛
で
あ
る
。
こ
う
し

た
意
識
が
高
く
な
る
こ
と
が
、

将
来
の
山
都
町
を
豊
か
に
し

ま
す
。

　

私
は
、
長
き
に
亘
り
、
町
政

を
任
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
に
多

く
の
、
そ
し
て
多
様
な
人
た
ち

に
出
会
い
、
つ
き
あ
い
を
大
事

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
私
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
宝
で
す
。
山
都
町
の

今
後
の
繁
栄
と
皆
さ
ま
の
ご
多

幸
を
願
っ
て
、
退
任
に
あ
た
っ

て
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

事
業

▼
奨
学
資
金
貸
与
事
業

▼
小
中
学
校
教
育
用
パ
ソ
コ
ン

導
入

▼
町
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興

▼
和
の
ス
ク
ー
ル
ほ
か
各
種
学

級
開
設
事
業

商
工
観
光

▼
山
の
ま
つ
り
（
八
朔
祭
・
文

楽
の
里
ま
つ
り
・
火
伏
地
蔵

祭
り
）
支
援

▼
山
都
町
観
光
協
会
支
援

▼
日
向
往
環
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
や

九
州
脊
梁
山
脈
ト
レ
イ
ル
ラ

ン
へ
の
支
援

▼
観
光
施
設
（
キ
ャ
ン
プ
場
含

む
）
の
経
営
・
管
理
委
託

▼
プ
レ
ミ
ア
ム
買
い
物
券
発
行

▼
特
産
品
開
発

　
（
山
都
こ
ろ
っ
け
）

▼
旧
浜
町
会
館
の
活
用
事
業

交
通
・
通
信

▼
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

対
策
事
業

▼
携
帯
電
話
中
継
局
・
伝
送
路

整
備

▼
防
災
行
政
無
線
整
備

　
（
清
和
・
蘇
陽
地
区
）

▼
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

整
備
促
進

▼
新
し
い
公
共
交
通
体
系
の
構

築（
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
運
行
）

▼
ふ
れ
あ
い
バ
ス
セ
ン
タ
ー
の

整
備

道
路
・
住
宅

▼
杉
木
田
小
野
線
、
大
川
大
矢

線
、
花
立
大
見
口
線
ほ
か
町

道
の
新
設
改
良
整
備
促
進

▼
国
道
４
４
５
号
線
ほ
か
国
県

道
の
改
良
促
進

▼
九
州
中
央
自
動
車
道
の
建
設

促
進

▼
住
生
活
基
本
計
画
の
策
定

▼
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の

策
定

ま
ち
づ
く
り

▼
街
な
み
環
境
整
備
事
業

　
（
馬
見
原
地
区
道
路
美
装
化
、

街
路
灯
・
修
景
施
設
整
備

ほ
か
）

▼
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

　
（
浜
町
地
区
道
路
美
装
化
、

街
路
灯
、
ト
ン
ネ
ル
拡
張

ほ
か
）

▼
自
治
振
興
区
制
度
の
設
立

▼
四
季
の
景
観
づ
く
り
事
業

▼
結
婚
対
策
事
業

　
（
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
）

▼
ふ
る
さ
と
会
（
関
東
・
関
西
・

中
部
）
運
営
支
援

▼
山
都
町
役
場
新
庁
舎
建
設

事
業

甲斐町長　退任のあいさつ甲斐町長　退任のあいさつ
主
な
施
策

主
な
施
策

多
く
の
出
会
い
が
私
の
宝

多
く
の
出
会
い
が
私
の
宝

　

今
年
の
冬
は
特
に
寒
さ
厳
し

く
、
例
年
経
験
す
る
小
春
日
和

も
皆
無
で
、
む
し
ろ
順
当
な
冬

と
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
地
球
の

崩
壊
か
と
危
惧
す
る
、
大
規
模

地
震
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
氷
河
の

後
退
、
北
極
海
で
の
水
海
面
積

の
急
速
な
減
少
な
ど
が
観
測
さ

れ
ま
す
。
地
球
上
の
内
戦
や
日

常
で
の
些
末
な
対
立
に
明
け
暮

れ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
と
感

じ
ま
す
。

　

驚
異
的
な
経
済
成
長
を
と
げ

る
中
国
も
、
国
と
し
て
の
バ
ラ

ン
ス
を
見
失
っ
て
い
る
よ
う
に

思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
言
論
統

制
や
情
報
操
作
が
強
権
的
に
行

わ
れ
、
日
本
が
辿
っ
て
き
た
工

業
化
重
視
主
義
よ
り
も
、
過
度

に
偏
重
の
施
策
に
よ
る
公
害
は

国
民
の
生
存
権
ま
で
否
定
し
て

い
ま
す
。

　

私
は
、
３
月
５
日
の
任
期
満

了
を
も
っ
て
町
長
職
を
辞
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。
２
期
８
年
山

都
町
の
町
長
と
し
て
、
合
併
後

の
町
の
一
体
感
を
ど
う
や
っ
て

築
く
か
腐
心
し
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
、
町
民
で
あ
る
こ

と
の
実
感
を
抱
い
て
い
た
だ
く

た
め
の
町
政
に
、
精
一
杯
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
土
日
・
祝

日
を
問
わ
ず
、
東
奔
西
走
し
、

町
の
姿
を
勉
強
し
ま
し
た
。
町

内
の
道
路
は
ほ
と
ん
ど
隈
無
く

車
の
ハ
ン
ド
ル
を
向
け
ま
し

た
。
道
路
整
備
に
つ
い
て
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
え
、
一
方

で
、
九
州
中
央
自
動
車
道
の
早

期
整
備
に
向
け
て
、
粘
り
強
い

運
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
簡

易
水
道
の
整
備
、
地
デ
ジ
化
の

対
応
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
整

備
、
環
境
保
全
に
配
慮
し
た
合

併
浄
化
槽
の
設
置
促
進
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
合
併
時
に
法
定

協
議
会
に
お
い
て
、
３
町
村
長

で
確
認
し
た
新
庁
舎
に
つ
い
て

は
、
ど
う
に
か
任
期
中
に
着
工

で
き
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ま

に
は
長
い
間
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
。

　

福
祉
政
策
、
農
林
業
・
商
工

業
の
振
興
策
に
つ
い
て
も
、
多

少
な
り
と
も
皆
さ
ま
の
期
待
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
よ
う
病
院
に
つ

い
て
は
、
地
方
に
あ
っ
て
、
公

農
林
業
の
振
興

▼
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
事
業

▼
農
林
産
物
の
高
付
加
価
値
化

推
進
支
援

▼
農
林
業
近
代
化
施
設
整
備

▼
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

　
（
郷
野
原
た
め
池
改
修
ほ
か
）

▼
里
地
棚
田
保
全
整
備
事
業

▼
基
盤
整
備
促
進
事
業（
農
道
・

林
道
・
農
免
道
の
整
備
）

▼
フ
ォ
レ
ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

総
合
整
備
事
業

▼
環
境
保
全
型
農
業
の
認
証

制
度

▼
農
道
・
林
道
・
作
業
路
整
備

事
業

▼
大
矢
野
原
演
習
場
周
辺
障
害

防
止
対
策
事
業
（
中
島
地
区

用
水
路
工
事
）

生
活
環
境
整
備

▼
簡
易
水
道
の
施
設
整
備
（
御

岳
、福
良
、高
月
、長
谷
地
区
）

▼
地
籍
調
査
事
業

▼
集
落
の
合
併
浄
化
槽
整
備

促
進

▼
生
ゴ
ミ
減
量
化
対
策
実
施
・

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

▼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
ク

リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
施
設
整
備

▼
耐
震
性
防
火
水
槽
整
備
・
消

防
設
備
の
整
備

▼
太
陽
光
発
電
・
太
陽
熱
利
用

シ
ス
テ
ム
設
置
補
助

福
祉
・
保
健
・
医
療

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

▼
国
民
健
康
保
険
料
軽
減

▼
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

　
（
支
援
セ
ン
タ
ー
・
つ
ど
い

の
広
場
）

▼
健
康
づ
く
り
推
進
員
制
度
の

構
築

▼
老
人
ホ
ー
ム
浜
美
荘
の
運
営

▼
地
域
密
着
型
老
人
福
祉
施
設

の
整
備
促
進

▼
障
が
い
者
福
祉
事
業
の
推
進

▼
出
産
祝
い
金
制
度
・
敬
老
祝

い
金
制
度

▼
そ
よ
う
病
院
の
移
転
新
築

▼
町
内
医
療
体
制
の
確
保

▼
町
民
健
診
の
充
実

▼
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　
（
０
〜
15
歳
）

▼
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成

▼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営

助
成

教
育
・
文
化

▼
小
中
学
校
耐
震
補
強
工
事

▼
重
要
文
化
的
景
観
保
護
事
業

▼
図
書
館
ホ
ー
ル
建
設
・
運
営

23



88 甲斐町政甲斐町政
８年を振り返る８年を振り返る

甲斐町政甲斐町政
８年を振り返る８年を振り返る

　２期８年にわたり、私たち町民の代表として山都町の
発展に尽力した甲斐町長と歩んだ８年を振り返ります。

平成17年　  　　　2005
・町村合併に伴い行われた町長選挙で甲斐利幸氏無投
票当選。

・山都町総合計画（～ 2014）の策定
・地域審議会発足
・初の町議会議員選挙で 22 人の議員誕生
・絵本カーニバル・日向往環歴史ウォーク 初開催

平成18年　 　　　2006
・清和地区の３小学校が統合して清和小誕生

・28 の自治振興区が町内全域で設立
・山都町商工会発足
・清和中　全国中学校駅伝大会出場
・６月の集中豪雨で大きな被害

平成21年　　　　　　　　  2009
・任期満了に伴う町長選挙で甲斐利幸氏が当選。

・町議会議員選挙。定数 22 人から 18 人へ
・井無田へき地保育所閉所
・献穀事業が入佐地区で行われる
・山都ころっけ街道始動

平成22年　　　　　　2010
・「通潤用水と白糸台地の棚田景観」に白糸地
区全域が追加
・ふれあいスポーツクラブ発足
・馬見原まちづくりシンポジウム
・蘇陽高校野球部最後の単独出場

・山都町名誉町民第１号に郷土史家井上
清一さん
・島木のおみせ　縁側カフェ（菅）開業

平成19年　　　  2007
・町民憲章、町花・町木・町鳥、キャッ
チフレーズの決定

・美しいまちづくり条例施行
・九州中央自動車道嘉島～山都間 着工式

・山都町誕生記念事業「検証阿蘇家入領 800 年」
・　　　　〃　　　　清和文楽「阿蘇の鼎灯」

平成20年　　　　　　2008
・コミュニティバス運行開始

・環境保全型農業の認証制度開始
・「通潤用水と白糸台地の棚田景観」が国の「重要文化
的景観」に選定
・馬見原商店街がくまもと景観賞を受賞
・旧白糸第３小学校（目丸）に通信制高等学校「一ッ葉
高等学校」が開校。

平成23年　　　  2011
・熊本県立大学と包括協定を締結

・矢部高校日本拳法部全国大会で３位
・７つの「へそのまち」と災害時相互援助協定
・移動図書館車「わくわく号」導入

平成24年　　　　　　2012
・菅尾小学校・大野小学校・馬見原小学校・蘇
陽高校が閉校

・島木へき地保育所　閉所
・蘇陽南小学校が開校
・ふれあいバスセンター供用開始
・そよう病院移転新築

・全国棚田（千枚田）サミット in 山都町
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３月１日（金）～７日（木）は

春の全国火災予防運動

　火災予防運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及を図
り、火災の発生を防止し、高齢者などを中心とする死者の発生を減少させ、財産の損失を防ぐこと
を目的として毎年実施されています。

『水はどこから来るのか？そして、家庭から出る生活排水などはどこへ流れて行くのか？』
★山都町の河川は、上流域に位置するため、水質の検査基準が厳しく定められている地域になり、きれいな
水として最上位に分類されております。
　　昨年11月、水質検査を下記の場所で実施しました。その結果、特に異状はありませんでしたが、全て
の場所で全リン・全窒素・大腸菌群数が基準値を超えました。主な原因は、生活排水(洗剤など)や田畑か
ら肥料(家畜の糞尿)などが河川に流入したことが考えられます。
　　きれいな河川をまもるために、まずは身近な台所、洗濯、トイレ、お風呂で使用される洗剤の量を減ら
し、てんぷら油などは生活排水と一緒に排水口から流さないでください。
★水質の検査を行った場所（20ヶ所）
・千滝川（第二千滝橋・弁財天橋）・五老ヶ滝川（吉鶴橋）・笹原川（笹原橋・日名田橋）
・緑川（高橋）・大矢川（横野橋・天神橋・柳井原橋）・黒峰川（下鶴橋）・神ノ前川（下前鶴橋）
・二津留川（二津留橋）・上差尾（赤迫橋）・土戸川（土戸）・五ヶ瀬川（馬見原橋）・柳谷川（日向泊）
・旅草川（古米橋）・神働川（柏）・御船川（島木橋）・滑川（水ノ田尾橋）
☆水中に含まれる全窒素及び全リンは、動植物が成長するには欠かせないものですが、多すぎると富栄養化となり植物プラン
クトンや藻類などが異常繁殖します。そうなると水中の酸素量が低下し水生生物が死滅し悪臭などが発生します。
☆大腸菌群数は、水中に生息する大腸菌および大腸菌と性質が似ている細菌数になります。

●考えてください
　みなさんがもし、魚釣りなど川遊びに行くとき、安全な場所であるとともにきれいな場所を選ぶはずで
す。魚など河川で生きる生き物も同じです。生活排水が流れ込んでいない場所や不法投棄、ポイ捨てなど
で汚れていない場所を選んで生息するはずです。河川の生き物がずっと同じ場所で生き続けられるよう
に、無理なく、出来ることからご協力してください。
○毎年４月29日と８月は、みなさまのご協力により町内の一斉清掃活動を楽しく実施しています。
○ひとりで河川などに行く場合にはとても危険な場合があります。必ず誰かに行き先や帰り時間などを伝えてから出かけま
しょう。
●生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止するため居住を目的とした住宅に浄化槽を設置される方、家
庭から排出されるごみの減量化及び再資源化を目的として生ごみ処理機を設置する方に対し補助金の交付
を行っています。
　※必ず購入前・設置前に住民環境課環境衛生係（☎72-0767）までお問い合わせください。

悪質な訪問販売にご注意を！
　消防署では、消火器や住宅用火災警報器の販
売行為はしていません。
　訪問販売や消火器、住宅用火災警報機器の設
置等でご不明な点は（上益城消防本部・予防課
☎０９６―２８２―１９５５）へお問い合わせ
ください。
 問　山都町消防団（役場総務課）　72-1111
 　　山都消防署　　　　　 　　72-1610

住宅用火災警報器は設置
していますか？
　平成23年６月からすべ
ての住宅に住宅用火災警
報器の設置が義務付けら
れています。建物火災で
亡くなる原因の多くは、「逃げ遅れ」です。
　火災から大切な命を守るために必ず設置しま
しょう。

浜町バス停のバスの乗り降りが
ふれあいバスセンター内に変わりました

気づいてください！川の汚れ
～川の「いいところ」をひとりひとりが考えよう～

統一標語

『消すまでは　出ない行かない　離れない』

山都町消防団出初め式山都町消防団出初め式
　平成２５年の山都町消防団出初
め式を開催します。
　地域防災の要として活躍する消
防団員の訓練の成果や、放水競技
における勇敢で規律正しい山都町
消防団をご覧ください。

日　時
　　３月３日（日）
　　　　午前８時　入場行進
場　所
　　山都町営中央グラウンド
　　（雨天時　町営中央体育館）
内　容

①通常点検（幼年消防・少年
消防クラブ　全14分団）

②放水競技（全14分団）

問い合わせ　役場　総務課　総務係
電話：0967－72－1111（内106）

　アステラス製薬
株式会社（本社東
京、畑中好彦社長）か
ら、上益城消防組合
消防本部に高規格
救急自動車が寄贈さ
れました。
　アステラス製薬
株式会社では、1970 年から、社会貢献活動の一環とし
て各自治体の消防機関に救急自動車を寄贈。これまでに
225台（内高規格車 46台）が贈られ、全国各地で活躍し
ています。
　１月29日に上益城消防組合消防本部（御船町辺田見）
で行われた寄贈式で「アステラス上益城号」と名付けられ
たこの救急車は、山都消防署蘇陽出張所に配備されまし
た。
　高規格救急車とは、救急救命士が搭乗し、高度な救急
資機材が装備された救急自動車です。

上益城消防組合に新しい救急車上益城消防組合に新しい救急車
アステラス製薬が高規格救急車寄贈アステラス製薬が高規格救急車寄贈

　２月 12 日（火）から、浜
町バス停のバスの乗り降りは、
ふれあいバスセンター内に変
わりました。「山都ふれあいバ
ス」及び「熊本バス」全ての
路線が対象です。各方面の乗
り場は図のとおりです。乗り
間違いにご注意ください。

【問い合わせ先】

役場　企画振興課
（７３－０４１０）

車　　庫

←至馬見原　　　　県道南田内大臣線　　　至御船・砥用→

熊本バス（馬見原
方面）は①で乗降し
てください。

熊本バス ( 御船
･砥用方面 )と山
都ふれあいバス
は②で乗降します。
※ただし、山都ふれ
あいバスは、状況
により①を利用す
る場合もありま
す。降車は、運転
手の指示に従って
ください。

写真提供：上益城消防本部
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神
々
へ
捧
ぐ
祈
り
の
舞
い

平
成
25
年
１
月
26
日　
　
　
　

　

蘇
陽
総
合
支
所
営
農
大
ホ
ー
ル

 
九
州
山
地
神
楽
祭
り

　

九
州
山
地
の
神
楽
保
存
会
が
豪
華
共
演
す
る
「
九
州
山
地
神
楽
祭
り
」

が
１
月
26
日
、
蘇
陽
総
合
支
所
営
農
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
「
仁
瀬
本
神
社
神
楽
」
（
二
瀬
本
）
、
「
白
石
神
楽
」
（
白

石
）
の
町
内
２
団
体
、
そ
し
て
「
中
江
岩
戸
神
楽
」
（
阿
蘇
市
波
野
）
、

「
鞍
岡
祇
園
神
楽
」
（
宮
崎
県
五
ヶ
瀬
町
）
、
「
高
千
穂
の
夜
神
楽
」

（
宮
崎
県
高
千
穂
町
）
が
出
演
。
そ
れ
ぞ
れ
約
40
分
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

を
次
々
と
披
露
し
ま
し
た
。
地
域
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
、
厳
格
な
雰
囲

気
の
舞
が
次
々
と
舞
台
で
演
じ
ら
れ
、
詰
め
か
け
た
神
楽
フ
ァ
ン
を
喜
ば

せ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
の
は
、
「
大
阿
蘇
蘇
陽
太
鼓
喜
楽
」
。
結
成

10
周
年
を
迎
え
た
今
年
の
演
奏
も
迫
力
の
一
言
。
「
喜
楽
」
は
午
後
の
部

に
も
登
場
。
「
太
鼓
神
降
臨
」
な
ど
３
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　

甲
斐
町
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
い

て
、
最
初
に
舞
い
を
披
露
し
た
の
は
山
都
町
の
二
瀬
本
地
区
に
伝
わ
る

「
仁
瀬
本
神
社
神
楽
」
。
演
目
は
「
五
穀
（
ご
こ
く
）
」
。
盆
の
上
に
五

穀
（
米
、
麦
、
粟
、
豆
、
黍
）
を
乗
せ
て
、
五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
舞
い

で
す
。
舞
い
の
終
盤
、
４
人
の
舞
い
手
が
観
客
席
に
向
け
、
五
穀
に
見
立

て
た
ア
メ
や
チ
ョ
コ
な
ど
を
投
げ
入
れ
、
大
き
な
歓
声
を
浴
び
て
い
ま
し

た
。

　

続
い
て
登
場
し
た
の
は
、
同
じ
く
山
都
町
の
白
石
地
区
に
伝
わ
る
「
白

石
神
楽
」
。
演
目
は
「
場
神
楽
」
と
「
花
神
楽
」
。
「
場
神
楽
」
に
は
、

か
わ
い
い
舞
い
手
が
登
場
。
佐
藤
成
慈
く
ん
と
久
枝
咲
二
朗
く
ん
で
す
。

11
月
に
行
わ
れ
た
、
白
石
お
天
道
さ
ん
神
楽
ま
つ
り
で
初
舞
台
を
踏
ん
だ

２
人
は
、
今
回
も
息
の
合
っ
た
舞
い
を
披
露
し
、
立
派
に
つ
と
め
あ
げ
ま

し
た
。
二
人
は
最
後
に
観
客
席
に
降
り
て
、
観
客
に
餅
な
ど
を
配
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
平
家
ゆ
か
り
の
京
都
文
化
の
影
響
が
残
る
「
鞍
岡
祇
園
神

楽
」
、
国
の
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
、
大
き
な
太
鼓
の
音

と
迫
力
の
舞
を
披
露
し
た
「
中
江
岩
戸
神
楽
」
、
同
じ
く
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
「
高
千
穂
の
夜
神
楽
」
が
次
々
と
舞

台
に
登
場
し
ま
し
た
。
「
高
千
穂
の
夜
神
楽
」
の
「
山
森
」
と
い
う
演
目

で
は
、
山
の
神
イ
ノ
シ
シ
２
頭
が
会
場
に
現
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ノ
シ
シ

に
頭
を
噛
ま
れ
る
と
縁
起
が
良
い
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
、
観
客
は
賽
銭

や
お
菓
子
な
ど
を
イ
ノ
シ
シ
の
口
に
入
れ
た
あ
と
、
次
々
と
頭
を
噛
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
県
内
外
か
ら
約
３
０
０
人
を
超
え
る
神
楽
フ
ァ
ン
が
集
ま

り
、
独
特
の
笛
と
太
鼓
の
演
奏
に
あ
わ
せ
た
神
々
し
い
舞
い
に
、
盛
ん
に

拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ル
で
は
、
地
元
食
材
を
使
っ
た

お
弁
当
、
地
元
野
菜
な
ど
の
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①鞍岡祇園神楽（宮崎県五ヶ瀬町）②高千穂の夜神楽（宮崎県高千穂町）
③中江岩戸神楽（阿蘇市波野）④「大阿蘇蘇陽太鼓喜楽」迫力の演奏
⑤白石神楽のかわいい舞い手。佐藤成慈くん（左）と久枝咲二朗くん（右）

②① ③

④

⑤

仁瀬本神社神楽「五穀」

白石神楽「花神楽」
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「へき地医療拠点病院として、患者様に
信頼される良質な医療を提供し、地域住
民に親しまれる病院を目指します。」

～そよう病院基本理念～

医師　中山 明香里

第51集「タバコの害～心筋梗塞～」
知って得する知って得する
健康講座健康講座

特 集特 集

そよう病院病院だよりそよう病院だより

知って得する
健康講座

特 集
多くの方には、「タバコ＝肺がん」というイメージがあると思いますが、
実は、タバコは心筋梗塞とも関わりがあります。

　タバコに含まれるニコチンによってカテ
コラミンというホルモン分泌が促進されま
す。カテコラミンは心拍数増加や血管収縮
作用があるため、血圧が高くなり心臓に負
担をかけます。すると、高血圧や動脈硬化
がおこり、心筋梗塞などの心臓発作が起こ
りやすくなります。１日 25 本～ 49 本タ
バコを吸う人が心臓発作で死亡する危険度
は、吸わない人の約 2倍であり、吸う本数が
増えるほど死亡する危険度は高くなります
（図 1）。

　現在、タバコを吸っている方、禁煙は今
からでも遅くはありません。
　禁煙は、心臓発作に対して、内服薬以上
の効果があると言われています。禁煙して
２年くらいで心筋梗塞を起こす危険度は、
タバコを吸う人の半分になり、禁煙して５
年たつとタバコを吸わない人とほぼ同じく
らいまで危険度は減少します（図 2）。

　禁煙は、お金のかからない非常に良い予
防方法です。心臓発作を予防し、健康な生
活を送るために、ぜひ禁煙してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図１, ２）出典サイト：循環器病情報サービス

リハビリテーション科　仁木　一雅

第9集　ひざの痛み
その3（変形性膝関節症の治療法）家庭でできる家庭でできる

リハビリリハビリ

特 集特 集
家庭でできる
リハビリ

特 集

　中高年になってひざが痛くなる病気はいくつかありますが、その中で一番多いのは「変形性膝関節症」
です。今回は変形性膝関節症の治療法についてお話します。

　変形性膝関節症の治療法には生活指導、物理療法、運動療法、装具療法、鎮痛剤・抗炎症剤投与（外用薬・
内服薬）、ステロイド剤やヒアルロン酸などの関節内注射、過剰な関節液を抜く関節穿刺、患部の切除
を行う関節鏡や人工関節置換などの手術療法があり症状の進み具合や生活スタイルによって選ぶことが
出来ます。
　生活指導は、肥満の軽減や予防、ひざに負担のかかる和式生活を減らす方法を指導します。また痛い
からと言って動かさないと筋力が低下するだけでなく、ひざ関節内への関節液の供給を低下させ、関節
軟骨の栄養不足・消失を招く要因となるので、痛みが出ない範囲で動いてもらいます。
　物理療法は、動き始めや歩き始めに痛みが出現するときは、ホットパックやマイクロウェーブ・超音
波やレーザーなどの熱により血行を良くし、関節液の供給を改善、関節の動きをスムーズにし、痛みを
和らげる温熱療法を行います。またひざに水が溜まったり、動かさなくても痛いときなど、急性期や炎
症が強いときにはアイスマッサージなどの寒冷療法を行います。

　装具療法にはサポーターや足底板があります。サポーターはひざ関節にかかる負担を軽減したり、弱
くなった筋力を補うために装着します。しかし、長期間装着していると筋力が低下し逆効果になるので、
痛みが軽減したらハードに動いたり歩いたりするときだけ装着し、普段ははずしておきましょう。足底
板はＯ脚になりひざ関節の内側にかかりすぎる負担を和らげるために装着します。足底板は外側が高く
なっており、ひざ関節の内側にかかりすぎる体重を外側に逃がしてくれます。
　運動療法は、ひざ関節の関節内の動きを改善する関節運動学的アプローチやひざ関節にかかる負担を
和らげてくれる大腿四頭筋などの筋肉を強くする筋力増強運動などを行います。実際にはこれらの治療
法を複数組み合わせながら治療を進めていきます。

※次回は、運動療法についてお話します。

運動療法、装具療法など

ヒアルロン酸注射

鎮痛薬（貼り薬、飲み薬） 手術療法

重症軽症

非
喫
煙

1日喫煙本数（本）

死
亡
リ
ス
ク

循環科学10：472,1990
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（図 1）1日喫煙本数と心臓発作で死亡する危険度

（図 2）禁煙による女性の心筋梗塞の発症危険度の低下
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清和短歌会のみなさん

救
急
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

１
月
26
日
、
蘇
陽
総
合
支
所
営
農
ホ
ー

ル
で
「
救
急
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。（
町
・
町
医
師
会
等
主
催
）

　

二
瀬
本
保
育
園
園
児
に
よ
る
エ
イ
サ
ー

演
舞
に
続
き
講
演
し
た
の
は
、
日
赤
熊
本

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
名
誉
所
長
の
小
山
和

作
氏
。
小
山
氏
は
『
今
地
域
医
療
に
求
め

ら
れ
る
も
の
』
と
題
し
た
講
演
の
中
で
、

「
医
療
の
専
門
化
、
細
分
化
が
進
ん
で
い

る
今
、
カ
ギ
は
ト
ー
タ
ル
医
療
。
連
携
の

医
療
。
町
民
が
支
え
、
町
民
を
支
え
る
地

域
医
療
。
地
域
医
療
は
ま
さ
に
地
域
づ
く

り
と
い
え
る
」
と
話
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

山
都
消
防
署
署
員
に
よ
る
寸
劇
の
ほ
か
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

清
和
短
歌
会
歌
会
始
め

　

清
和
地
区
の
短
歌
愛
好
家
が
集
う
「
清
和

短
歌
会
」
の
新
年
会
が
青
葉
の
瀬
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
２
０
１
３
年
歌
会
始
め
で
す
。

出
席
者
が
５
首
ず
つ
披
露
し
あ
い
、
お
互
い

に
研
鑽
を
積
ん
で
い
ま
し
た
。
清
和
短
歌
会

に
は
現
在
16
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
毎
月

広
報
誌
の
「
季
節
の
う
た
」
に
す
ば
ら
し
い

歌
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

仁
瀬
本
神
社
神
楽

 

１
月
19
日
、
仁
瀬
本
神
社
夜
渡
神
楽
の
奉

納
会
が
二
瀬
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
よ
そ
９
０
０
年
前
か

ら
こ
の
地
に
伝
わ
る
、
県
無
形
文
化
財
で
あ

る
仁
瀬
本
神
社
神
楽
。
午
後
６
時
か
ら
、
約

６
時
間
に
わ
た
り
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

厳
か
な
舞
や
笑
い
を
さ
そ
う
こ
っ
け
い
な
舞

な
ど
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
埋
め

た
多
く
の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
会

場
で
は
、
神
楽
保
存
会
婦
人
部
に
よ
る
お
に

ぎ
り
や
だ
ご
汁
な
ど
も
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。

観
光
協
会
が
清
和
小
に

　

シ
ャ
ツ
贈
呈

　

総
合
学
習
の
時
間
を
使
い
、
清
和
文
楽
人

形
浄
瑠
璃
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
清
和
小
学

校
６
年
生
17
人
に
う
れ
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。１
月
21
日
、
山
都
町
観
光
協
会

（
山
下
泰
雄
会
長
）
が
、
そ
ろ
い
の
シ
ャ
ツ
と

人
形
浄
瑠
璃
で
使
用
す
る
頭
巾
を
寄
贈
し
ま

し
た
。観
光
協
会
で
は
、
同
小
４
年
生
が
キ
ッ

ズ
ガ
イ
ド
を
取
り
組
ん
だ
際
に
は
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

清
和
小
６
年
生
は
今
、
３
月
の
文
楽
館
で

の
人
形
浄
瑠
璃
発
表
会
に
向
け
て
週
に
１
時

間
の
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ト
ム
ソ
ー
ヤ
く
ら
ぶ

 

２
月
10
日
、
町
立
図
書
館
ホ
ー
ル
で
科
学

あ
そ
び
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
図
書
館
で

は
、
中
学
生
、
高
校
生
、
そ
し
て
地
域
の
お

母
さ
ん
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
つ
く
る

「
ト
ム
ソ
ー
ヤ
く
ら
ぶ
」
に
よ
る
科
学
あ
そ

び
教
室
を
開
催
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
科
学

の
楽
し
さ
を
教
え
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、

手
や
足
を
使
わ
ず
ア
ル
ミ
缶
を
つ
ぶ
す
実
験

「
か
ん
ペ
コ
ッ
！
」
を
実
施
。
25
人
の
子
ど

も
た
ち
が
、
ト
ム
ソ
ー
ヤ
の
よ
う
に
好
奇
心
で

目
を
輝
か
せ
、
実
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

商
店
街
に
ひ
な
飾
り

　

２
月
中
旬
、浜
町
の
商
店
街
を
歩
く
と
、各

商
店
に
ひ
な
飾
り
を
見
か
け
ま
し
た
。こ
れ

は
、商
店
街
を
活
性
化
し
よ
う
と
、ま
ち
づ
く

り
や
べ（
株
）が
企
画
し
て
呼
び
か
け
た
も
の

で
、浜
町
商
店
街
の
商
店
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
う
ち
、本
さ
つ
ま
や
の
ロ
ビ
ー
に
は
、約

４０
年
前
か
ら
大
事
に
さ
れ
て
き
た
、豪
華
な
７

段
飾
り
と
と
も
に
、小
里
郁
子
さ
ん（
米
生
）

制
作
の「
さ
げ
も
ん
」と
呼
ば
れ
る
飾
り
が
飾

ら
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の「
さ
げ
も
ん
」、福
岡
県

柳
川
市
な
ど
に
伝
わ
る
ひ
な
飾
り
の一
種
で
、

紙
細
工
と
ま
り
な
ど
が
天
井
か
ら
下
げ
ら
れ

て
、ひ
な
飾
り
を
豪
華
に
ひ
き
た
て
ま
す
。

木
製
お
も
ち
ゃ
で

       

木
の
ぬ
く
も
り
を

　

上
益
城
地
域
木
材
需
要
拡
大
推
進
協
議
会

が
、
町
内
の
保
育
園
な
ど
に
木
製
の
お
も

ち
ゃ
を
贈
り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

木
に
ふ
れ
あ
う
機
会
を
増
や
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
、
木
の
文
化
や
森
林
を
理
解
し
て
も

ら
お
う
と
平
成
18
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
明
光
保
育
園
と
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
も
ち
ゃ
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
明
光
保
育
園
で
は
、
木
製
つ
み
き
な
ど

の
お
も
ち
ゃ
を
見
た
園
児
た
ち
が
す
ぐ
に
興

味
を
示
し
て
遊
び
は
じ
め
て
い
ま
し
た
。

自
治
振
興
区
代
表
者
研
修
会

　

２
月
６
日
、
自
治
振
興
区
代
表
者
研
修
会

が
清
和
研
修
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で
行
わ

れ
、
28
の
自
治
振
興
区
代
表
者
が
参
加
し
ま

し
た
。
研
修
会
で
は
、
島
木
出
身
で
、
熊
本

県
立
大
学
名
誉
教
授
・
東
海
大
学
名
誉
教
授

の
荒
木
昭
次
郎
さ
ん
が
「
分
権
・
協
治
・
協

働
が
創
り
出
す
住
民
自
治
の
世
界
」
と
題
し

た
講
演
し
ま
し
た
。
荒
木
さ
ん
は
「
地
域
活

性
化
の
主
人
公
は
地
域
の
人
た
ち
で
あ
る
。

主
人
公
な
く
し
て
活
性
化
は
な
い
。
地
域
の

知
恵
な
く
し
て
活
性
化
は
な
い
。
み
ん
な
で

力
と
心
を
合
わ
せ
、
協
力
し
合
っ
て
、
地
域

の
活
性
化
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
」
と
住
民

自
治
の
あ
り
方
を
話
し
ま
し
た
。

明光保育園での伝達式

アルミ缶がこんなにぺちゃんこ

たくさんの方が参加しました荒木昭次郎さん

太鼓の上での舞「八鉢」
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山都町図書館だより

図書館情報
　　　－読書とは、自分の心と向き合うことです－

声の灯り
ー66号ー

●お問い合わせ
　・本館 ７３-１６１６  ・清和 ８２-３０３３  ・蘇陽 ７３-２７５５
●休館日：本館・蘇陽（月曜日・祝日・GW・お盆・年末年始）
　　　　　清和（GW・お盆・年末年始）

※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸し出しに必要ですので必ずお持ちください。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参にご協力ください。
　巡回場所での滞在時間は約30分です。

★平成 25年3月のわくわく号運行予定★

蘇陽地区
　月　日 　　　　　　　　巡回場所・時間
3月 6 日(水）  大野･西部交流センター（午前10時30分～）
3月 7 日(木)   東竹原･老人いこいの家前（午前11時～）
　　　　　     蘇陽総合支所（午後0時30分～）
3月 8 日(金)   二瀬本･コミュニティセンター（午前11時30分～）
　　　　　　  花上･公民館（午後1時30分～）
　　　　　     菅尾･まこと薬局駐車場（午後2時30分～）

矢部地区
　月　日 　　　　　　巡回場所・時間
3月21日(木)　 稲生野（午前9時45分～）
　　　　　　　一の瀬（午前10時20分～）
　　　　　　　よってはいよ（午前11時10分～）
 　　　あおぞら（午後1時35分～）
　　　　　　　白糸事務所（午後2時20分～）
　　　　　　　菅・鮎の瀬（午後3時～）
3月22日(金)　 風の木（午前10時～）
　　　　　　　光露館（午前10時50分～）
　　　　　　　大矢荘（午前11時20分～）
3月27日（水）　金内公民館（午前9時45分～）
　　　　　　　こころ（午前10時30分～）
　　　　　　　島木のお店（午前11時15分～）
 　　　藤木（午後1時15分～）
　　　　　　　下矢部保育園（午後2時～）
　　　　　　　改善センター（午後2時40分～）
　　　　　　　白小野（午後3時25分～）

清和地区
　月　日 　　　　　　　　巡回場所・時間
3月12日（火）  清和小（午前10時30分～）
　　　　　     清和総合支所（午後0時30分～）　清和中（午後1時～）
3月13日（水） 原尻公民館（午前10時～）　花高原（午前10時30分～）　
　　　　　     井無田公民館（午前11時～）
　　　　　　  井無田診療所横（午前11時30分～） 支援ハウス（午後1時～）

降雪や路面凍結などで道路状況がわるくなる
と、巡回場所に伺うことができないこともあ
ります。あらかじめご了承ください。

KKTお届け絵本が蘇陽小学校にやってきました！

選書委員推薦図書を展示しています

　1月18日、蘇陽小学校でKKTアナウンサーによる絵
本の読み語りがありました。「みんなと絵本を楽しもう
と思ってやってきました。」と、上野アナウンサーと山本
アナウンサーが登場すると、大きな歓声があがります。
この日を心待ちにしていた子ども達は「せんたくかあ
ちゃん」「にじいろのさかな」など、たくさんの絵本を読
んでもらいとっても楽しい時間を過ごしました。

　第148回直木賞・芥川賞が決定しました。
直木賞は安部龍太郎氏「等伯（とうはく）」・朝井リョウ氏「何者（なにもの）」
芥川賞は黒田夏子氏の「abさんご」が受賞しました。

安部龍太郎氏は福岡県出身の
57歳。図書館司書を退職し小
説家へ。時代小説を多く執筆
し、代表作には「信長燃ゆ」
「天馬、翔ける」などがあり
ます。受賞作「等伯」は、能
登国（現・石川県）出身の絵
師長谷川等伯の生涯を描いた
小説です。

　図書館では、図書の充実と利用者の拡大を図るため、
町内のさまざまな団体に所属の方々に「選書委員」に
なっていただいています。今回、選考委員の方々に、町
民のみなさんにぜひ読んで欲しいと思う書籍を推薦して
いただきました。選書委員のみなさまにはお忙しい中ご
協力いただきありがとうございました。推薦していただ
いた書籍は本館で展示・貸し出しを行っています。

第148回  直木賞・芥川賞 決定！

黒田夏子氏は東京出身の75歳。歴代の
受賞者中最年長です。2012年9月「早
稲田文学」に投稿した「abさんご」で
早稲田文学新人賞を受賞しました。
この小説は全文横書きで固有名詞を使
用せず、ひらがなを多く使用した独自
の文章で話題を呼んでいます。

朝井リョウ氏は岐阜県出身の23
歳。平成生まれ初の直木賞受賞者
です。2009年、学生時代に執筆
した「桐島、部活やめるってよ」
でデビュー。「何者」は就職活動
真っ只中の大学生たちの心情を描
いた小説です。著者はこの小説を
新入社員として会社に勤務しなが
ら、通勤前と帰宅後に執筆したそ
うです。
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　これは、山都町・美里町・御船町・
甲佐町の４町が連携して行う緑川流域の

観光 PRの一環で行われました。
　ツアーは、「麻生原のキンモクセイ」（甲佐
町）、「二俣橋」（美里町）、「レストラン木香里」
（美里町）を回った後、午後１時すぎに、山都
町の恋愛スポット、恋

こい

一
い ち ろ

路神社こと “ 小一領
神社 ”へ到着。神社の境内に隠れた５つのハー
トを探して恋愛運ＵＰ、恋みくじで恋の運気
も確かめました。
　小一領神社で恋愛運を高めた参加者は、商
店街を歩いて “ 通潤橋 ” へ移動。通潤橋で歴
史を学んだあとは、山都町最後のスポット、
菅地区の “ 夫婦岩の大しめ縄 ” です。坂道を
５分ほど上ると夫婦岩と大しめ縄が見えてき
ます。息を切らして坂を上った参加者も、そ
の壮大な光景に歓声をあげ、恋愛成就を祈願
していました。
　山都町を後にした参加者は、吉無田高原に
立ち寄った後、福岡県へと帰路につきました。

　

山
都
町
で
は
、
美
里
町
・
御
船
町
・
甲
佐
町
と

連
携
し
、
緑
川
流
域
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
マ
チ
ナ
カ
よ
り
イ

ナ
カ
〜
緑
川
つ
ぅ
リ
ズ
ム
〜
」。

　

こ
の
一
環
で
、各
町
内
の
恋
愛
ス
ポ
ッ
ト（
４
ヶ

所
）を
設
定
、こ
れ
に
合
わ
せ
て「
縁
む
す
び
の
糸
」

（
４
本
１
組
）
の
販
売
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

４
つ
の
恋
愛
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
、
決
め
ら
れ
た

色
の
糸
を
結
べ
ば
、
恋
愛
が
成
就
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
お
試
し
く
だ
さ
い
。

【
４
カ
所
の
恋
愛
ス
ポ
ッ
ト
】

山
都
町　

小
一
領
神
社
（
別
名
「
恋
一
路
神
社
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。）

美
里
町　

二
俣
橋
（
季
節
や
時
間
に
よ
っ
て
川
面

に
ハ
ー
ト
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。）

御
船
町　

八
勢
目
鑑
橋
（
一
度
も
流
さ
れ
た
こ
と

が
な
く
強
い
絆
を
表
し
ま
す
。）

甲
佐
町　

麻
生
原
の
キ
ン
モ
ク
セ
イ
（
花
言
葉
は

「
真
実
の
愛
」）

【
縁
む
す
び
の
糸
販
売
場
所
】

山
都
町　

虹
の
通
潤
館
、
山
都
町
観
光
協
会

美
里
町　

佐
俣
の
湯
湧
湧
館

御
船
町　

恐
竜
博
物
館
・
ル
ア
ン
（
レ
ス
ト
ラ
ン
）

甲
佐
町　

ろ
く
じ
館

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場　

商
工
観
光
課　

電
話
７
２

－

１
１
５
８

上
益
城
地
域
観
光
推
進
協
議
会

　
　
　

電
話
０
９
６

－

２
８
２

－

３
０
４
４

縁
む
す
び
の
糸
で

縁
む
す
び
の
糸
で

あ
な
た
の
恋
が
叶
う
か
も

あ
な
た
の
恋
が
叶
う
か
も

小林　奈乃さん（福岡市　写真左）
武内　綾乃さん（福岡市　写真右）

ツアーに参加してツアーに参加して 恋ドラ女子旅ツアー恋ドラ女子旅ツアー

夫婦岩の大しめ縄

小一領神社

通潤橋

GOAL

START
福岡市

福岡市

麻生原の
キンモクセイ
（甲佐町）

二俣橋
（美里町）

SSPORTS NEWSPORTS NEWS 学童ミニバスケットボール大会

　２月９日、「第７回山都町学童ミニバスケッ
トボール大会」が町内４つの小学校体育館で行
われました。大会には、６つの小学校が参加。
６年生の男子が２つのブロック、６年生女子が
１ブロック、そして５年生以下男女が１ブロッ
クに分かれ、激しくも和やかな戦いを繰り広げ
ました。各ブロックの優勝チームは次のとおり。
（　）内は会場
・６年生男子Ａブロック（中島小）　御岳小Ｂ
・６年生男子Ｂブロック（清和体育館）
　　　　　　　　　　　　　　　矢部ボーイズ
・６年生女子ブロック（蘇陽南小）
　　　　　　　　　　　　御岳小Ａ・蘇陽南Ａ
・５年生以下男女ブロック（潤徳小）
　　　　　　　　　　　　　　潤徳エンジョイ

愛林駅伝
　第 58 回愛林駅伝競走大会が２月 16 日に開
催され、矢部、清和、蘇陽の３中学校を含む郡
内中学校 15 チームが参加、旧浜町会館前をス
タート・ゴールとする、商店街周回コースで健
脚を競いました。矢部中・清和中・蘇陽中は
複数のチームで参加し大会を盛り上げました。
レースは甲佐中Ａが序盤からリードし優勝しま
した。町勢では蘇陽中Ａが準優勝。町勢久しぶ
りの上位入賞です。２区で枝尾祐希さん（清和
中）が、３区で工藤秀倫さん（蘇陽中）が区間
賞を受賞。レース後には下市商店街のみなさん
がぜんざいを選手や関係者に振る舞いました。

郡市対抗熊日駅伝（男子・女子）上益城チームが健闘
　郡市対抗駅伝が行われ、山都町から多くの選手が参加。上益城郡
を代表する選手としてその上位入賞に大きく健闘しました。
　１月 27日に行われた女子駅伝では、中川京香さん（３区・矢部中）
と一瀬遥香さん（４区・尚絅高）が出場。上益城郡チームは５位に
入りました。
　２月 10 日に行われた男子駅伝でも、山都町勢が活躍。栗屋育太
郎さん（４区・陸
上自衛隊）、藤本和
秀さん（７区・五ヶ
瀬ワイナリー）、枝
尾健太さん（10区・
矢部高）は、上益
城郡６位入賞に貢
献する走りを見せ
ました。

たくさんの応援の中スタートしました。

山都町から男子チーム参加した選手のみなさん。
（左から）枝尾健太さん。藤本和秀さん。栗屋育太郎さん。

タスキを受け走り出す一瀬遥香選手
（第３中継所）

５年生以下男女ブロックの戦い

　２月２日と９日、福岡県の女性が、“ 恋
のパワースポット ” を巡る「恋ドラ女子旅
ツアー」で、山都町などを訪れ、女子力ＵＰ・
恋愛成就など様々な思いを胸にツアーを楽
しみました。
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12
月
の
人
権
旬
間
に
あ
わ
せ
て
、
子
ど
も
た
ち
が

書
い
た
人
権
作
文
を
先
月
号
に
引
き
続
き
ご
紹
介

し
ま
す
。
今
月
は
３
人
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
人
権
作
文

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い

当
然
の
権
利
こ
れ
が『
人
権
』で
す

サ
ヨ
ち
ゃ
ん
か
ら
学
ん
だ
こ
と

　
　

矢
部
小
学
校　
４
年　

村
山　

実
希

　

私
は
、
人
権
学
習
で
「
ク
レ
ヨ
ン
は
ぬ
す
ん

だ
ん
じ
ゃ
あ
ね
え
。」
を
学
習
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
サ
ヨ
は
、
お
母
さ
ん
が
茶
つ
み
の
仕
事

を
が
ん
ば
っ
て
買
っ
て
く
れ
た
ク
レ
ヨ
ン
を「
ぬ

す
ん
だ
ん
じ
ゃ
ね
え
か
。」
と
言
わ
れ
、
ポ
キ
ポ

キ
折
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
し
、
私
が
サ
ヨ

な
ら
、
買
っ
て
も
ら
っ
た
ク
レ
ヨ
ン
で
お
母
さ

ん
の
顔
の
絵
を
か
き
あ
げ
る
の
を
あ
き
ら
め
て

家
に
帰
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
サ
ヨ
は
、
く

や
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
も
、
折

れ
た
ク
レ
ヨ
ン
で
、竹
か
ご
を
せ
お
っ
た
母
ち
ゃ

ん
を
か
い
た
の
が
、
と
っ
て
も
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。
だ
か
ら
、
私
も
、
今
ま
で
自
分
で
が

ま
ん
し
て
き
た
こ
と
や
、
本
当
は
言
い
た
か
っ

た
け
ど
言
え
な
か
っ
た
こ
と
を
、
あ
き
ら
め
な

い
で
言
い
返
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
か
み
の
毛
の
こ
と
で
か
ら
か
わ
れ
ま

し
た
。
か
み
の
毛
が
く
る
く
る
の
こ
と
を
か
ら

か
わ
れ
ま
し
た
。「
な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
言
う

の
。」
と
言
う
と
、「
他
の
人
と
ち
が
う
け
ん
た

い
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
う
言
わ
れ
る
ま
で

は
言
い
返
し
て
た
け
ど
、そ
う
言
わ
れ
て
だ
ま
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。で
も
、ぬ
す
ん
だ
と
言
わ
れ
、

ク
レ
ヨ
ン
を
ポ
キ
ポ
キ
折
ら
れ
て
も
、
だ
ま
っ

て
母
ち
ゃ
ん
を
か
き
あ
げ
た
サ
ヨ
の
こ
と
を

知
っ
て
、「
か
み
の
毛
が
く
る
く
る
で
何
が
悪
い

と
。
友
だ
ち
と
ち
が
っ
て
何
が
悪
い
と
。
私
の

か
み
の
毛
は
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
に
て
く
る
く
る

で
、
そ
の
何
が
悪
い
と
。」
と
言
い
た
い
で
す
。

　

あ
と
も
う
一
つ
、
サ
ヨ
の
お
か
げ
で
で
き
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
分
の
名
前
の

意
味
を
も
う
一
度
く
わ
し
く
お
母
さ
ん
に
聞
く

こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
私
は
、
名
前
の
こ

と
で
も
か
ら
か
わ
れ
て
、
そ
の
時
は
何
も
言
い

返
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、「
ク
レ
ヨ
ン
は
ぬ

す
ん
だ
ん
じ
ゃ
ね
え
。こ
の
ク
レ
ヨ
ン
は
母
ち
ゃ

ん
が
茶
つ
み
を
が
ん
ば
っ
て
が
ん
ば
っ
て
買
っ

て
く
れ
た
ん
だ
。
そ
の
お
母
さ
ん
の
た
め
に
、

ク
レ
ヨ
ン
を
折
ら
れ
て
も
か
く
。」
と
い
う
気
持

ち
で
、
母
ち
ゃ
ん
を
か
き
上
げ
た
サ
ヨ
み
た
い

に
、
私
も
私
の
名
前
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
言
お

う
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
も
う
一
度
自
分

で
名
前
の
聞
き
と
り
を
し
ま
し
た
。
あ
の
時
は
、

か
ら
か
わ
れ
て
何
も
言
え
な
か
っ
た
け
ど
、「
私

の
名
前
は
実
希
。
実
希
の
実
は
実
る
の
実
、
実

希
の
希
は
希
望
の
希
、
希
望
が
実
っ
て
ほ
し
い
、

ゆ
め
が
か
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
で
お
父

さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
つ
け
て
く
れ
た
。
だ
か
ら

私
の
名
前
を
か
ら
か
わ
な
い
で
。」
と
言
い
た
い

で
す
。
サ
ヨ
ち
ゃ
ん
が
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
か

ら
、
私
も
自
分
の
名
前
の
意
味
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
サ
ヨ
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う
。

　

人
権
学
習
の
中
で
、
サ
ヨ
の
こ
と
も
考
え
た

し
、
自
分
の
こ
と
も
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

友
達
の
こ
と
も
考
え
ま
し
た
。
私
が
か
み
の
毛

の
こ
と
を
か
ら
か
わ
れ
た
と
話
し
た
時
、
手
を

あ
げ
て
「
ぼ
く
も
か
み
の
毛
の
こ
と
を
言
わ
れ

て
く
や
し
か
っ
た
。」
と
友
達
が
言
い
ま
し
た
。

自
分
が
言
わ
れ
て
も
く
や
し
い
け
ど
友
達
が
言

わ
れ
て
も
く
や
し
い
と
思
い
ま
し
た
。「
か
み

の
毛
が
く
る
く
る
で
何
が
悪
い
。」
と
言
い
た

い
で
す
。

　

お
う
ち
で
農
業
を
し
て
い
る
こ
と
を
か
ら
か

わ
れ
た
友
達
も
い
ま
し
た
。
私
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
農
業
を
し
て
い
て
ピ
ー
マ
ン
と
か
を
作
っ

て
い
ま
す
。
夏
に
な
る
と
ピ
ー
マ
ン
が
よ
く
育

ち
ま
す
。
近
く
の
お
店
に
売
り
に
行
き
ま
す
。

五
十
こ
以
上
の
ピ
ー
マ
ン
を
四
こ
ず
つ
袋
に
つ

め
て
、
ガ
ッ
チ
ャ
ン
コ
と
テ
ー
プ
を
し
ま
す
。

「
買
っ
た
人
が
お
い
し
い
と
言
っ
て
食
べ
て
く
れ

る
の
が
う
れ
し
い
。」
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
言
い
ま

す
。だ
か
ら
、農
業
の
こ
と
を
か
ら
か
う
人
に「
あ

な
た
も
野
菜
を
食
べ
て
体
に
栄
よ
う
を
も
ら
っ

て
い
る
か
ら
、
農
業
を
し
て
い
る
人
に
感
し
ゃ

せ
な
ん
と
よ
。
な
ん
で
か
ら
か
う
と
。」
と
言
い

ま
す
。

　

サ
ヨ
ち
ゃ
ん
の
勉
強
で
、
自
分
の
こ
と
や
家

族
の
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
友
達
の
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
今
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
友
達
の
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。も
っ

と
も
っ
と
自
分
の
こ
と
、
家
族
の
こ
と
、
友
達

の
こ
と
を
知
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

せ
ん
そ
う
は
だ
め

　

や
べ
小
学
校　
１
年　

大
つ
か　

あ
お
い

　

け
ん
が
く
り
ょ
こ
う
で
、
ど
う
ぶ
つ
え
ん
に
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

せ
ん
せ
い
が
、
ご
め
ん
ね
メ
リ
ー
の
本
を
よ
み
ま

し
た
。せ
ん
そ
う
中
に
、こ
ろ
さ
れ
た
ぞ
う
の
エ
リ
ー

の
は
な
し
で
し
た
。
エ
リ
ー
は
、
な
ん
に
も
し
て
な

い
の
に
、
こ
ろ
さ
れ
る
の
は
お
か
し
い
と
お
も
い
ま

し
た
。

　
へい
た
い
が
、
エ
リ
ー
を
こ
ろ
せ
と
め
い
れ
い
す
る

の
に
は
ら
が
た
ち
ま
し
た
。
ど
う
ぶ
つ
え
ん
に
いっ

た
ら
、
エ
リ
ー
に
せ
ん
そ
う
で
し
な
せ
て
ご
め
ん
ね

と
、
い
お
う
と
き
め
ま
し
た
。

　

十
月
十
六
日
に
、
み
ん
な
で
ど
う
ぶ
つ
え
ん
に
い

き
ま
し
た
。
も
う
せ
ん
そ
う
を
し
な
い
か
ら
ね
と

お
も
っ
て
つ
く
っ
た
つ
る
を
エ
リ
ー
の
お
は
か
に
と
ど

け
ま
し
た
。

　

え
本
を
つ
く
っ
た
い
わ
し
た
さ
ん
か
ら
お
は
な
し

も
き
け
ま
し
た
。
い
わ
し
た
さ
ん
は
、
し
っ
か
り

み
て
、
き
い
て
、
か
ん
が
え
な
い
と
、
せ
ん
そ
う

が
お
こ
る
と
、
い
わ
れ
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、い
わ
し
た
さ
ん
の
は
な
し
を
き
い
て
、

け
ん
か
は
し
な
い
と
き
め
ま
し
た
。
だ
って
、
け
ん

か
は
せ
ん
そ
う
と
お
な
じ
だ
か
ら
で
す
。
こ
の
ま

え
と
も
だ
ち
に
い
や
な
こ
と
を
いっ
た
と
き
、
こ
れ

は
せ
ん
そ
う
だ
と
お
も
って
、
す
ぐ
「
ご
め
ん
ね
。」

と
い
い
ま
し
た
。こ
こ
ろ
が
や
さ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
お
か
あ
さ
ん
に
な
っ
て
も
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
も
「
せ
ん
そ
う
は
だ
め
。」
と

い
い
つ
づ
け
ま
す
。
人
が
ボ
ー
と
し
て
い
た
ら
、
わ

た
し
が
さ
そ
っ
て
、
大
き
な
こ
え
で
、「
せ
ん
そ
う

は
し
ち
ゃ
だ
め
。」
と
い
わ
し
た
さ
ん
と
い
い
ま
す
。

書
記
長
さ
ん
の
が
ん
ば
り
か
ら

　
　
　
　
　
　

     

考
え
た
こ
と

　

蘇
陽
南
小
学
校　
６
年　

渡
邊　

龍
樹

　

ぼ
く
た
ち
蘇
陽
南
小
六
年
生
は
、二
学
期
の
人

権
学
習
で
同
和
対
策
事
業
の
用
水
路
改
修
に
つ
い

て
学
習
し
ま
し
た
。

　

十
二
月
一日
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
行
き
、用
水

路
を
実
際
に
見
た
り
、中
村
益
行
さ
ん
に
話
を
聞

い
た
り
し
ま
し
た
。書
記
長
さ
ん
は
、く
ら
し
が
よ

く
な
る
よ
う
に
、「
用
水
路
の
ま
わ
り
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
固
め
て
下
さ
い
。」と
県
に
訴
え
ま
し
た
が
、す

ぐ
に
は
み
と
め
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。書
記
長

さ
ん
は
、そ
れ
で
も
あ
き
ら
め
ま
せ
ん
で
し
た
。同

和
対
策
事
業
で
差
別
を
な
く
し
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
っ
た
か
ら
あ
き
ら
め
ず
に
、県
に
言
い
続
け
た

ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。ぼ
く
の
家
で
も
米
作
り
を

し
て
い
ま
す
。生
活
を
し
て
い
く
上
で
水
が
ど
れ
だ

け
大
切
か
と
い
う
こ
と
を
お
父
さ
ん
が
言
って
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。ま
た
、ぼ
く
の
家
の
田

ん
ぼ
に
も
用
水
路
が
あ
り
、入
佐
の
用
水
路
と
同

じ
よ
う
に
、周
り
の
村
と
つ
な
が
って
い
て
、田
ん
ぼ
や

生
活
を
う
る
お
し
て
い
ま
す
。だ
か
ら
、書
記
長
さ

ん
の
お
か
げ
で
た
く
さ
ん
の
人
が
よ
ろ
こ
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
ぼ
く
が一番
心
に
の
こっ
た

言
葉
は
、「
人
を
頼
り
に
し
な
い
。そ
れ
で
は
何
も

変
わ
ら
な
い
。自
分
が
声
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
で
、

自
分
だ
け
で
な
く
ま
わ
り
も
よ
く
な
っ
て
い
く
。」

と
い
う
言
葉
で
す
。ぼ
く
は
こ
の
前
、友
達
か
ら
た

た
か
れ
て
い
る一年
生
を
見
か
け
ま
し
た
。そ
の一年

生
は
、悲
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。一
度
注

意
し
ま
し
た
が
、や
め
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。だ

け
ど
ぼ
く
は
、言
い
続
け
ま
し
た
。い
や
な
思
い
を

し
て
い
る一
年
生
が
い
る
の
に
、そ
の
ま
ま
に
し
て
い

て
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。最
後
に
は
ぼ

く
の
思
い
が
つ
た
わ
り
、た
た
い
て
い
た
友
達
は
、手

を
と
め
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、一年
生
か
ら「
あ

り
が
と
う
。」と
言
わ
れ
ま
し
た
。ぼ
く
は
、言
っ
て

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
も
二
年
生
の
と
き
、い
や
な
こ
と
を
さ
れ
て

学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。だ
け
ど
、す
ぐ
に「
や
め
て
。」と
言
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。何
か
言
わ
れ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
、ま
た
同
じ
こ
と
を
さ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。で
も
お
母
さ
ん
か
ら
、「
だ
ま
っ

と
ら
ん
で
自
分
で
つ
た
え
な
さ
い
。」と
言
わ
れ
、勇

気
を
出
し
て「
い
や
だ
か
ら
せ
ん
で
。」と
言
っ
て
み

ま
し
た
。と
て
も
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。だ
け
ど
ぼ

く
は
心
が
ス
ー
ッ
と
し
ま
し
た
。言
わ
な
き
ゃ
伝
わ

ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
た
ち
の
学
校
は
、今
年
の
四
月
に
統
合
し

ま
し
た
。友
達
が
増
え
、毎
日
楽
し
い
で
す
。だ
け

ど
、ぼ
く
の
ク
ラ
ス
に
は
、友
達
が「
や
め
て
。」と
い

や
な
顔
を
し
て
い
る
の
に
、ふ
ざ
け
て
あ
だ
名
を

言
っ
た
り
、物
を
投
げ
た
り
す
る
人
が
い
ま
す
。ぼ

く
も
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

い
や
な
思
い
を
し
て
い
る
友
達
を
見
つ
け
て
も
、注

意
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
し
た
。だ
け
ど
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
い
け
な
い
、何

か
お
か
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
は
、書
記
長
さ
ん

の
よ
う
に
、だ
れ
か
が
動
い
て
く
れ
る
の
を
待
つ
の
で

は
な
く
、「
や
め
た
ほ
う
が
い
い
よ
。」と
自
分
が
声

を
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。そ
う
す
る
こ

と
で
、書
記
長
さ
ん
の
行
動
で
む
ら
と
む
ら
が
つ
な

が
っ
た
よ
う
に
、ぼ
く
た
ち
の
ク
ラ
ス
も
、本
当
の
仲

間
と
し
て
つ
な
が
って
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し

た
。ぼ
く
の
言
葉
で
ク
ラ
ス
が
変
わ
って
いっ
た
ら
う

れ
し
い
で
す
。

　

ぼ
く
た
ち
は
、
あ
と
四
ヶ
月
で
卒
業
し
ま
す
。

悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
自
分
と
向
き

合
い
、
勇
気
を
出
し
て
行
動
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

96

わ
た
し
た
ち
の

わ
た
し
た
ち
の
人
権
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権

1819



　上川井野地区の歴史をまとめた記念誌「村のあゆみ」が発行されました。
　これは、上川井野記念誌発行委員会が、地区内に残る膨大な資料をまとめ
たものです。
　明治 33 年から１年も欠けることなく残る「初会議」の記録をはじめ、地区
に残る農具や民具、伝統行事や地区の祭り、さらに戦没者、屋号まで詳しく
掲載されています。表紙の題字は、当時、地区最長老だった木下キヤさん（故
人）で、表紙絵は、上川井野出身の日本画家、山下孝治さんが描いた「池尻の唐笠松」です。
　発行のきっかけは、戸数の減少により、平成 19 年３月に行われた「組」の再編でした。「この歴史的
な再編を機に、村の歴史をまとめて記念誌を発行しよう」
と発行委員会が発足しました。膨大な資料を集めるうち
に、掲載したい記事が次々と増えたため、ページ数は 95
ページのボリュームに。発行までに３年を要しました。
　「貴重な資料が多く残っていたので助かった。編集に
時間はかかったが、みなさんに協力いただいて完成でき
た。各戸に配布した際にとても感動してもらったことが
うれしかった。」発行委員会代表の平川親義さんは編集
の苦労を語ってくれました。

閉所した島木へき地保育所施設を活用
　高齢者の見守りネットワークの拠点として「島木の茶
飲ん場」がオープン。昨年閉所した島木へき地保育所の
跡地を利用し、地域の高齢者が集う場所ができました。
　初めての開催日となった２月 17 日には、44 人が訪れ、
健康体操や紙芝居、おいしい昼食。そして、たのしいお
しゃべりを楽しみました。この日訪れていた松原喬さん
は「仲間と集える貴重な場所ですね」と語り、岩田都さ
んは「楽しいです。来月も来ます」と嬉しそうに話して
くれました。
　「島木の茶飲ん場」は会員制。年会費 200 円で現在 73
人が登録しています。月２回（第１・第３日曜日）、午
前 10 時から午後４時まで。利用料は１回 500 円です。
開設に当たって県認知症サポーター活動活性化事業補助
金を受けています。
　「茶飲ん場」はボランティアスタッフ 16 人で運営され
ています。代表を務める荒木五十男さん。「たたみやこ
たつ毛布など、役員が持ち寄った物を利用している。テ
レビや絵なども寄付をいただいている。健康体操や手芸
教室など企画して、地域の高齢者のみなさんが楽しんで
いただける場所を提供し続けたい。」
　子どもの歓声が響いていたへき地保育所跡地に、今度
は高齢者の楽しい笑い声が響くようになりました。

　第 53 回を迎えた熊本県農業コンクール大会（県・ＪＡなど
農業団体・熊本日日新聞社主催）で、山口やよいさん（菅尾）
が「食と農」部門の優良賞を受賞されました。
　県酪農女性部協議会会長を努めるやよいさん。牛乳豆腐普
及運動や牛乳を使った料理コンクールを開催するなど、牛乳
の普及と消費拡大に熱心に取り組んできました。平成 13 年に
清和地区の酪農家の女性とともにはじめた「父の日に牛乳を
贈ろう」では、当時の蘇陽町長や警察署長などに牛乳を贈る
運動を展開。それが全国に拡大し、小泉純一郎首相（当時）
に直接渡すなど、熊本の酪農を大きくＰＲしました。
　さらに、2011 年、県内酪農家女性とＮＰＯ法人「スローラ
イフミルクネット」を設立。やよいさんたちが開発した、家
庭でできるチーズ製法を広く普及させようと、チーズづくり
教室などの活動を県内各地で行っています。
　「このチーズを作るにはノンホモ・パスチャライズ牛乳が必
要。私たちは “ホームチーズミルク ”と呼んでいる。ＮＰＯで
の活動は、このチーズの製法を広めて日本の食卓に新しい牛
乳文化を起こそうとやっています。」
　夫の晋祐さん、息子さん・娘さんとともに酪農を営むやよ
いさん。現在、牧場内に、チーズやアイスクリームなどの製
造販売と、食事も提供できる乳製品工房「山の未来（みるく）舎」
を建設、春のオープンに向け準備を行っています。
　「この地域に適した我が家なりの酪農を確立したい。そして、
牛乳の恵みを消費者はもちろん酪農家にも知ってもらいたい。
忙しすぎる酪農家にこそ自ら牛乳を楽しんでほしいですね。」
やよいさんの熱い思いで、近い将来、日本の牛乳に“ホームチー
ズミルク ”という新しい分野が開拓されるかもしれません。

んんんんんんんんんささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん（（（（（（（（（（（（（（（菅菅菅菅菅菅尾尾尾尾尾尾）））））））））））））））

んんんんんんんんんんんささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん（（（（（（（（（（（（（（（菅菅菅菅菅菅尾尾尾尾尾尾）））））））））））））））） んんんんんんんんんんんんんささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん（（（（（（（（（（（（（（（（畑畑畑畑畑畑））））））））））））））））
　らくのうマザーズと県
酪農女性部協議会が主催
する「牛乳を使った料理
コンクール」が２月２日、
阿蘇ミルク牧場（西原村）
で開催され、長野麗さん
が酪農家部門で優秀賞を
受賞しました。長野さ
んの入賞は同大会３回
目。今回の長野さんの料
理は、ミルクがたっぷり
入ったわらび餅を県内産

の柿、イチゴ、キウイのソースで食べる『くま
もと彩り３種のフルーツソースで』。麗さんは
「牛乳をたくさん使って、しかも、だれでも簡単
に作れるようにと考えました。」と料理のポイン
トを教えてくれました。

牛乳を使った料理コンクールで優秀賞 優秀教員として、文部科学大臣表彰を受賞

　優れた成果を上げた教員を表彰し、資質
能力の向上を図ることを目的に行われてい
る文部科大臣優秀教員の表彰。平成 24 年
度、全国で 828 人の教職員が受賞。昨年３
月まで馬見原小学校に勤務されていた甲斐
英子さん（養護職員。現在は益城中学校勤
務）が受賞されました。甲斐さんは、昨年度、
県の教育功労表彰も受賞されました。

「村のあゆみ」完成
上川井野地区の記念誌上川井野地区の記念誌

島木の島木の茶茶
ちゃちゃ

飲飲
のの

んん場場
ばば

  オ  オーープンプン

記念誌「村のあゆみ」と平川親義さん

スタッフのみなさん

益城中学校に勤務中の甲斐さん（左）

お茶の時間。思い出話で盛り上がります。

山下　佑光　　　山下喜志男　　　山戸　久生
木下　昌置　　　平川　　勉　　　山下　浩一
山下　龍彦　　　平川　親義

上川井野記念誌発行委員会（敬称略）
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山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより
山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110

ゆきの時は　スリップするよ　ゆっくりね（矢部小　おおくましゅう）
目的地　はやくつくより　無事につく（矢部小　宮本航輝）

（山都地区交通安全協会主催）
山都地区交通安全協会が募集した、交通安全の標語コンクールの入選作品を毎月２作品ずつご紹介していきます。

（学校名は当時）

平成２平成２4年度交通安全標語コンクール　入選作品年度交通安全標語コンクール　入選作品平成２平成２4年度交通安全標語コンクール　入選作品年度交通安全標語コンクール　入選作品平成２4年度交通安全標語コンクール　入選作品

熊本県警のホームページ
http;//www.police.pref.kuma
moto.jp/
　管内の犯罪・交通事故の発生状況、
県警からのお知らせ等が掲載中です。

交通事故・犯罪等の被害から高齢者を守ろう!!交通事故・犯罪等の被害から高齢者を守ろう!!
～交通事故から高齢者を守ろう～
　平成 24 年中、県下の交通事故死亡者数は 82 人で、その内
65 歳以上が 52 人でした。

～災害被害から高齢者を守ろう～
○大雨や地震による災害が山都町でも起こり得ます。
○避難場所・避難経路の確認と支援が必要な近隣の高齢者の
　把握に努めましょう。

○ 75 歳以上の高齢者が 40 人（前年より 16 人増加）
○高齢者が運転する車両が当事者となる交通死亡事故が 23 件
　発生→運転も要注意！
△散歩や買い物帰り、自宅から 500 メートル以内のいわゆる
　生活道路における交通死亡事故が多発しています。
！

！
！
！

△慣れた道路でも細心の注意が必要です。
△反射材の活用、歩道通行など基本を守りましょう。
△特に道路横断中が要注意！
　道路を横断する際は、面倒でも横断歩道を渡りましょう。

～振り込め詐欺等詐欺被害から高齢者を守ろう～
　下表のとおり、振り込め詐欺４類型（オ
レオレ詐欺、架空請求詐欺、融資保証金詐
欺、還付金詐欺）が多発し、被害金額も昨
年比約４倍となっています。

　振り込め詐欺以外でも、金融商品等取
引、ギャンブル攻略法に関する詐欺事案が
多発し、県内の平成 24 年中の被害額は約
４億１千万円となっており、昨年、山都町
内でも高齢者が多額の詐欺被害に遭う事件
が発生しています。

　交通事故や犯罪被害、災害被害から高齢
者を守るのは、高齢者の方自身が「自分は
大丈夫」という考えを持たないことと、地
域の方々の高齢者を思いやる温かい心です。
　山都町で高齢者が悲惨な交通事故や犯罪
被害にあわないように皆様のご協力をよろ
しくお願いします。

保健センターだよりvol.20

ジュースを飲む割合（小学５年生）

飲まない 毎日飲む

週に3～5回

39％39％

8％ 14％

週に1～2回

＜全体との比較＞
歩行中 歩行中の道路横断中 自転車乗車中 二輪車乗車中

全　体 37人 29人 14人 13人
高齢者 28人 23人 7人 8人

＜振り込め詐欺（４類型）＞
平成23年中 平成24年中

認知件数 19件 45件
被害金額 約2千 6百万円 約9千 5百万円

飲み物からの砂糖の取りすぎは、子どもも大人も要注意です。

甘い話は『詐欺』と認識！
 　　　おかしいと思ったら警察に相談！ドライバーのみなさんは、思いやりの

 　　　　　　　　　　　ある運転を心掛けましょう

高齢者、早めの声かけ！早めの避難！

　町では、毎年町内の小学 5年生を対象に小児生活習慣病予防教室
を実施しています。保健師・栄養士が小学校に出向き、担任、養
護の先生方のご協力のもと「糖尿病」やその病気を予防する生活
や食事について話します。子どもたちの親世代である 30 ～ 40 代
の健診結果でも、糖尿病予備群の増加がみられるようになり、子
どもの頃から健康的な生活習慣を身につけることが重要となって
きています。

　また、小学 5年生の希望者には小児生活習慣病予防健診を実施してい
ます。自分の血液データを知ることで、より自分の体に関心を持ち親子
で健康や望ましい生活習慣について考え、取り組んでもらうことができ
るような事業も行っています。
　生活習慣病はもはや大人だけの病気ではありません。未来を担う子ど
もたちが健やかに成長していけるように、家族・地域で健康づくりに関
心を持ちましょう。

教室の様子

車種（排気量） 手続き場所・問い合わせ先

原動機付自転車（125cc 以下）
山都町役場本庁税務課　　TEL ７２－１１２８
清和総合支所総務住民課　TEL ８２－２１１１
蘇陽総合支所総務住民課　TEL ８３－１１１１

もしくは、最寄りの市区町村役場
※廃車分のナンバープレート、印鑑をお持ちください

小型特殊自動車

軽三輪車・軽四輪車（660cc 以下） 熊本県軽自動車協会　TEL ０９６－３６９－７９２０
〒８６２－０９０２　熊本市東区東本町１６－３軽二輪車（125cc 超～ 250cc 以下）

二輪の小型自動車（250cc 超） 熊本運輸支局　　　　TEL ０５０－５５４０－２０８６
〒８６２－０９０１　熊本市東区東町４－１４－３５

廃車・名義変更手続きはお早めに
軽自動車税が課税されます
　軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有（使用）者に課税されます。すでに他人に譲渡した、または解体業
者に渡された場合でも、平成 25 年３月 29 日までに廃車・名義変更などの手続きが完了していないと所有して
いるとみなされ、平成 25 年度も課税されます。手続きは車輌の種類によって受付場所が異なります。次の手
続き場所で、早めの手続きをお願いします。
　なお、廃車の手続きにはナンバープレートが必要です。車輌を処分される場合は、ナンバープレートを必ず
保管してください。また、死亡された方の名義のままになっている車輌も、名義変更の手続きを行ってください。

糖尿病予防教室
　山都町内では、糖尿病の方や、糖尿病予備軍の方が増加傾向にあります。そこで、糖尿病について正
しく理解し、予防していくために「糖尿病予防教室」を開催します。
　〈日時〉３月19日（火）午後２時～　　〈場所〉矢部保健福祉センター千寿苑
　〈内容〉講演：「糖尿病について」
　　　　講師：医療法人潤幸会　伴病院　永本展英院長
　　　　講話：「今日から変えよう食生活」～糖尿病予防のための栄養講話～
　　　　講師：役場健康福祉課　片倉和美栄養士
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～一人じゃないよ　お母さんたちの強い味方～～一人じゃないよ　お母さんたちの強い味方～人じゃないよ　お母さんたちの強い味方人じゃないよ　お母さんたちの強い味方

地域子育て支援拠点事業地域子育て支援拠点事業
　子育てには、不安や迷い、心配がつきものです。近くに相談する相手がいなかったり、同年代の子を持つ
知人がいなかったりなどの理由で、心細い想いをしたことはありませんか？町では、社会福祉協議会に委託
して、地域子育て支援拠点事業を展開しています。その中の地域子育て支援センターとつどいの広場シャベ
ルを紹介します。町内に住む親子ならどなたでも利用できます。一度遊びにきませんか？

地域子育て支援センター地域子育て支援センター
矢部保健福祉センター内
電話＆FAX　0967－72－1928

つどいの広場シャベルつどいの広場シャベル
山都町城原 54
電話　0967－72－4118

南田南田

●
矢
部
広
域
病
院

●
矢
部
広
域
病
院

バスセンター
　●
バスセンター
　●

至松橋至松橋

至
御
船

至
御
船

中央公民館
　　　　●
中央公民館
　　　　●

ルポン
●
ルポン
●

町立図書館
●
町立図書館
●

つどいの広場
シャベル
つどいの広場
シャベル

★★

役場
●
役場
●

山都警察署
●
山都警察署
●

●矢部中●矢部中

通
潤
橋
●

通
潤
橋
●

〒

445445

218218

城平城平

南田南田

●
矢
部
小

●
矢
部
小

至松橋至松橋

至
御
船

至
御
船

ルポン
●
ルポン
●

町立図書館
●
町立図書館
●

地域子育て
支援センター
地域子育て
支援センター

★★

役場
●
役場
●

●
Aコープ
●
Aコープ

山都警察署
●
山都警察署
● 至宮崎至宮崎

通
潤
橋
●

通
潤
橋
●

〒

城平城平
445445

218218

スタッフ紹介

左から梅田聖子さん、澤村静子さん、橋本美和さん

木村美恵子さん

　就学前の子育て親子の交流の場と、子育てセミ
ナーや子育て教室など子育て関連の講習などを提供
しています。さらに、地域に出向いて子育てサロン
（清和地区・蘇陽地区）を毎月実施中。子育て通信
「だっこ」の発行など、子育て関連の情報を発信し
ています。もちろん、子育てに関する相談も、電話・
来所・自宅訪問などで受け付けています。チャイル
ドシートの貸し出しも行っています。

子どもとお母さんの楽しい空間子どもとお母さんの楽しい空間
があります。ぜひ一度のぞいてがあります。ぜひ一度のぞいて
みてください。みてください。

「地域子育て支援センターほっと
スペース」「つどいの広場シャベ
ル」をご存じですか？優しいス
タッフがあなたの子育てを全力
でサポートします。

■開所日／月～金曜日（祝日は休み）
■開所時間／午前９時～午後４時
■利用料／無料

■開所日／月～金曜日（祝日は休み）
■開所時間／午前９時～午後３時
■利用料／無料

３月の子育てイベント３月の子育てイベント３月の子育てイベント

子育てフェスタは５月２６日（日）に開催予定。テーマは「食」子育てフェスタは５月２６日（日）に開催予定。テーマは「食」子育てフェスタは５月２６日（日）に開催予定。テーマは「食」

【子育てセミナー】

日時：３月 20日（祝）午前 10時 30分開演
場所：矢部保健福祉センター千寿苑
※申し込みは不要。就学前の子どもさんは
　保護者同伴でお越しください。

親子で楽しむ人形劇

キナコちゃんとダンス
親子で楽しむ人形劇

キナコちゃんとダンス
親子で楽しむ人形劇

キナコちゃんとダンス
【ひとり人形芝居　ひつじのカンパニー】【ひとり人形芝居　ひつじのカンパニー】【ひとり人形芝居　ひつじのカンパニー】

【つどいの広場シャベル】【つどいの広場シャベル】【つどいの広場シャベル】

みんなで食事づくり

みそづくり体験
みんなで食事づくり

みそづくり体験
みんなで食事づくり

みそづくり体験
日時：３月 19日（火）
場所：つどいの広場シャベル
講師：下田美鈴さん

　未就園児を中心とした親子の交流広場を提供。自由に遊
べるほか、お昼の時間帯も開いているので、お弁当などを
持ち寄って食事もできます。農園で
野菜の栽培もやっています。経験豊
富なスタッフと楽しく遊びましょう。
子育てに関する相談も受け付けます。

スタッフ紹介
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Ｙ
Ｏ
Ｕ
&
Ｙ
Ｏ
Ｕ
通
信
Vol.
69

そ
の
38

　

オ
シ
ド
リ
は
仲
の
良
い
夫
婦
の
例
え
に
さ
れ
（
実
際

に
は
毎
年
パ
ー
ト
ナ
ー
が
換
わ
る
が
）、
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
で
は
人
気
の
野
鳥
で
あ
る
。
こ
の
オ
シ
ド
リ
を

山
都
町
で
も
観
察
で
き
る
。
矢
部
郷
自
然
観
察
会
で
は
、

過
去
に
数
回
「
オ
シ
ド
リ
観
察
会
」
を
実
施
し
て
い
る
。

場
所
は
五
老
ケ
滝
下
流
の
流
域
一
帯
だ
。
毎
年
30
羽
程

が
冬
期
に
観
察
で
き
る
。

　

オ
シ
ド
リ
は
、
他
の
カ
モ
の
仲
間
と
違
い
、
山
間
部

の
湖
沼
や
河
川
に
冬
鳥
と
し
て
や
っ
て
来
る
。
な
ぜ
山

間
部
に
渡
来
す
る
の
か
と
い
う
と
、
理
由
の
一
つ
に
食

性
が
関
係
し
て
い
る
。
オ
シ
ド
リ
は
植
物
傾
向
の
強
い

雑
食
だ
が
、
特
に
好
物
は
ド
ン
グ
リ
だ
。
山
間
部
の
シ

イ
や
カ
シ
の
林
が
エ
サ
場
と
な
る
。
ま
た
、
水
辺
の
木

陰
を
好
み
、
開
け
た
水
面
に
は
あ
ま
り
出
て
来
な
い
。

オ
ス
の
羽
は
と
て
も
特
徴
が
あ
り
、
銀
杏
羽
と
呼
ば
れ
る
橙
色
の
羽
が
鮮
や
か
だ
。

　

今
年
一
月
の
最
初
の
日
曜
日
に
、
五
老
ケ
滝
の
下
流
に
オ
シ
ド
リ
の
観
察
に
行
っ
た
。

川
岸
の
藪
の
中
を
進
み
、
川
に
近
づ
く
と
、
前
方
に
オ
シ
ド
リ
の
つ
が
い
が
姿
を
見
せ
た
。

実
に
美
し
い
。
あ
ま
り
の
感
動
に
写
真
を
撮
る
の
を
忘
れ
る
く
ら
い
だ
っ
た
。

　

山
都
町
で
は
、
山
地
の
溜
め
池
や
河
川
で
オ
シ
ド
リ
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
、オ
シ
ド
リ
は
警
戒
心
が
強
く
、音
を
立
て
た
り
姿
を
見
せ
る
と
逃
げ
て
し
ま
う
の
で
、

観
察
す
る
場
合
は
注
意
が
必
要
だ
。

近
く
の
水
辺
に
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
。

　

オ
シ
ド
リ
を
観
察
し
、
五
老
ケ
滝

へ
向
か
っ
た
。
仙
者
ケ
淵
の
遊
歩
道

は
、
昨
年
の
洪
水
に
よ
り
歩
道
橋
が

壊
れ
た
ま
ま
で
滝
へ
行
く
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
五
老
ケ
滝
は
観
光
客

も
多
く
訪
れ
る
場
所
で
も
あ
り
、
早

い
復
旧
が
望
ま
れ
る
。

●
問
い
合
わ
せ
先

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
事
務
局

（
役
場　

総
務
課
）
成
瀬
・
吉
田

【
専
用
電
話
】

０
９
０

－

９
５
６
５

－
９
５
８
９

【
専
用
ア
ド
レ
ス
Ｐ
Ｃ
】

marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp

【
専
用
ア
ド
レ
ス
携
帯
】

you_and_you.@
docom

o.ne.jp

矢
部
郷
自
然
観
察
会　

代
表　

藤
吉　

勇
治

＊
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
１
月
交
流
会
紹
介
＊

　

２
０
１
３
年
、
１
回
目
の
交
流
会
は
、
男

女
合
わ
せ
て
10
人
の
参
加
者
で
、
フ
ー
ド
パ

ル
熊
本
（
熊
本
市
）
へ
出
か
け
ま
し
た
。
今

回
は
、フ
ー
ド
パ
ル
熊
本
の
一
室
を
借
り
切
っ

て
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
と
〝
手
作
り
ア
ク
セ
サ

リ
ー
体
験
〞
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
初
参
加
の
方
が
少
な
く
、

フ
リ
ー
ト
ー
ク
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気

と
な
り
、
会
話
も
弾
ん
で
い
ま
し
た
。
フ
ー

ド
パ
ル
を
散
策
し
た
あ
と
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー

体
験
会
場
に
移
動
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
作
り

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
成
し
参
加
者
同
士
で
見

せ
合
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
場
を
移

し
て
、
懇
親
会
で
さ
ら
に
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　

今
回
も
、
今
後
に
期
待
が
も
て
る
交
流
会

と
な
り
ま
し
た
。２
０
１
３
年
も
良
い
ス
タ
ー

ト
が
き
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
に
い
い
出
会
い

が
訪
れ
ま
す
よ
う
に
！

【
平
成
25
年
度
前
半
期　

交
流
会
計
画
】

　

５
月
以
降
の
交
流
会
は
、
次
の
と
お
り
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

前
半
期
は
菜
園
交
流
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

お
い
し
い
野
菜
を
育
て
な
が
ら
、「
恋
」も
い
っ

し
ょ
に
育
て
ま
せ
ん
か
？
参
加
し
た
い
と
思

う
方
、
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

○
５
月
19
日
㈰
〜

　

菜
園
交
流
会
＆
懇
親
会

＊
ト
マ
ト
・
ピ
ー
マ
ン
ｅ
ｔ
ｃ
…
を
一
緒
に

植
付
け
し
ま
し
ょ
う

○
６
月
９
日
㈰
〜

　

菜
園
交
流
会
＆
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

＊
清
和
地
区
で
美
味
し
い
さ
く
ら
ん
ぼ
を
食

べ
ま
し
ょ
う

○
７
月
21
日
㈰
〜

　

菜
園
交
流
会
＆
料
理
体
験
会

＊
収
穫
し
た
野
菜
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ

シ
ピ
で
料
理
体
験
!!

○
８
月
18
日
㈰
〜

　

菜
園
交
流
会
＆
陶
芸
体
験

＊
オ
リ
ジ
ナ
ル
陶
器
を
作
り
ま
し
ょ
う

○
９
月
14
㈯
・
15
日
㈰
〜

　

菜
園
交
流
会
＆
キ
ャ
ン
プ

＊
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
菜
園
打
上
げ
を
し
ま
し
ょ
う

▼
清
和
短
歌
会

子
を
送
る
熊
本
駅
の
新
幹
線

　
　
　
　
　

乗
せ
れ
ば
瞬
時
に
遠
く
消
え
ゆ
く 

渡
辺　

辰
男

し
づ
か
な
る
冬
の
夕
や
け
立
ち
尽
く
す

　
　
　
　
　

遠
い
昔
に
帰
へ
れ
る
や
う
な 

増
田　

信
治

と
き
め
い
た
三
十
路
の
頃
に
と
ど
か
ぬ
も

　
　
　
　
　

今
宵
少
し
の
冒
険
し
て
み
る 

渡
邊　

民
生

▼
馬
見
原
酔
山
会

ジ
ャ
ス
流
れ
無
言
で
つ
つ
く
ズ
ワ
イ
ガ
ニ 

岩
永　

周
子

捨
て
犬
の
飼
ひ
犬
と
な
り
年
変
は
る 

渡
邊　

勝
子

オ
リ
オ
ン
に
見
と
れ
て
畦
を
外
れ
け
り 

工
藤
美
智
子

▼
や
ま
な
み
の
会

宝
石
の
如
冬
晴
の
山
湖
か
な 

天
崎　

信
恵

か
じ
か
み
し
指
で
か
き
こ
む
句
帳
か
な 

今
村　

芳
子

着
ぶ
く
れ
て
我
の
影
に
も
つ
ま
づ
き
て 

赤
澤
富
美
子

く
れ
な
い
に
満
天
星
は
紅
葉
し
て

　
　
　
　
　

末
枯
る
る
庭
を
暫
し
彩
る 

今
村　

芳
子

冷
え
込
み
て
鍋
の
夕
餉
は
夫
忙
し

　
　
　
　
　

手
際
よ
く
処
理
酒
も
忘
れ
て 

山
下　

弘
子

甥
っ
子
の
結
婚
式
と
披
露
宴

　
　
　
　
　

現
代
風
で
み
な
盛
り
上
が
り 

本
田
健
二
郎

▼
通
潤
句
会

受
験
絵
馬
合
格
の
文
字
は
は
み
出
せ
り 

西
田
え
い
子

山
頂
を
宿
と
決
め
た
り
雪
女 

田
中
か
つ
み

３月の当番医　
３月  3 日　矢部広域病院（電話72-1121）
３月 10日　瀬 戸 病 院（電話75-0111）
３月 17日　そよう病院（電話83-1122）
３月 24日　高田整形外科（電話72-1007）
３月 31日　坂本クリニック（電話72-0210）

山都町の人口
〔平成25年１月31日現在〕

男　　8,387人  （－11）
女　　8,986人  （－11）
計　 17,373人  （－22）
世帯   6,761戸   （+１）
※（　）は前月比
※最高齢は106歳〔女性１人〕
※１月１日～１月31日の出生届数
　４人
※１月１日～１月31日の死亡届数
　37人

山都町観光案内所

    ギャラリー喫茶ギャラリー喫茶

ル ポ ンル ポ ン
  ☎７２－1０５４☎７２－1０５４

～ ３月ギャラリーのご案内 ～
「竹炭のある生活とイナカ展」

３月１日（金）～31日（日）

竹炭アート、カズラ、竹、雑木など
の細工、絵画などを展示します。黒
木尾川流域の米など農産物も展示販
売します。

出展者：田舎くらぶ友遊
水曜定休日。３月２０日は営業します。

交流会の様子

和
光
教
室
書
道
部
の
大
塚
憲
一
さ
ん
（
米
生
）
作

訂正とお詫び

　広報やまと１月号（１月
23 日発行）において、記事
に誤りがありました。関係
者のみなさまには大変ご
迷惑をおかけしました。お
詫びして訂正します。

○（３ページ）藤川議長
　年頭のごあいさつ内
　　３段目左から４行目
（誤）「愛町一路の新年で」→
（正）「愛町一路の信念で」
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広報やまと 2No.96 月号

商店街にひな飾り
　３月３日の桃の節句にあわせて、浜町の
商店街にたくさんのひな飾りが並んでいま
す。本さつまやのロビーには、約40年前
のひな飾りが、小里郁子さん（米生）制作
の「さげもん」とともに飾られました。

（13 ページに関連記事）

３月９日（日）午後２時開演
会　場　熊本県立劇場　演劇ホール
演　目　～淡路人形座～　戎舞（えびすまい）
　　　　～淡路人形座・清和文楽人形芝居保存会～
　　　　人形解説・体験コーナー
　　　　日高川入相花王「渡し場の段」
　　　　～清和文楽人形芝居保存会～　雪おんな
入場料　指定席　1,500 円　　自由席一般　　　1,000 円
　　　　　　　　　　　　　　自由席高校生以下　500 円
　山都町が誇る清和文楽と 500 年の歴史をもつ淡路人形座（兵庫県）
の共演をぜひご覧ください。
問い合わせ先　熊本県立劇場　電話 096-363-2233

清和天文台 20周年「星人式」記念
星人イラスト大募集！！
　清和天文台は今年20周年。現在「天文台星人式」キャンペー
ンを実施しています。
　このなかで、「星人イラストコンテスト」を行っており、
現在その星人イラストを募集中です。星空を見上げて、あな
たがイメージする星人を描いて送ってください。作品は、審
査後に、天文台に展示します。たくさんのご応募をお待ちし
ています。
応募できる条件：地球上にお住まいの方ならどなたでも応募可
必要記入事項：
　星人のイラスト（A4サイズ）、星人の名前と特徴
　描いた人の住所・氏名・電話番号・年齢・職業・天文台に
　まつわるエピソードなど
応募期限：３月末日
応募方法：郵送またはメール
応募先・問い合わせ先
清和高原天文台
〒 861-3832 山都町井無田 1238-14
電話　0967-82-3300
E-mail  ymt-bussan-cho@town.yamato.kumamoto.jp

玄海こらぼ劇場
　 恋する源兵衛
　大衆演劇の牽引者、玄海竜二さんを中心に、
清和文楽と熊本小劇場がコラボする作品。
　歌あり踊りありの人情喜劇をぜひご覧くだ
さい。
公演日時（全３回公演）
　３月 16日　①午後１時～②午後６時～
　３月 17日　③午後１時～
会　　場　片岡演劇道場
　　　　　（熊本市北区打越町 37-63）
チケット　日時指定・全席自由
　　　　　前売 3,000 円　※当日 3,500 円
チケット取扱
　片岡演劇道場　電話０９６－３４４－１９４０
　劇団きらら　　電話０９６－３４６－３４３７
　清和文楽館　　電話０９６７－８２－３００１
問い合わせ先
　劇団きらら　
　　電話&FAX　０９６－３４６－３４３７
　　E-mail　kirara@sa.kcn-tv.ne.jp

清和文楽館からのお知らせ 清和文楽館からのお知らせ   清和文楽清和文楽    －清和文楽館２０周年－－清和文楽館２０周年－

写真提供：フォトクラブ矢部
　フォトクラブ矢部は、町内の写真愛好家が集う
クラブで、文化祭や、ギャラリー喫茶ルポンでの
作品展などで、その素晴らしい写真を披露されて
います。
　今月は、冬の水面に映る、通潤橋の姿を写した
作品です。

今月の一枚今月の一枚

３ ９

写真：「冬の水鏡」撮影：赤星喜十郎氏


